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基調講演  第 3 回創価大学教育フォーラム
｢高大接続と大学教育 ─高校の取り組みから大学は何を学ぶか─」
習得・活用・探究の学力を育てる


































































































































































































































































































ブ・ラーニングですよ！」という 型 が 出 てい
て、それをやることがイコール、アクティブ・
ラーニングだと思ってしまうような誤解が非常







































































この Think Quest をご 存 じだという 方 ちょっ





























































とかですね。そういう 反 応 で、結 構 冷 ややか
だったんですね。確かに普段こんな授業ばかり
やっているわけにはいきません。


























本の子供たちが初めて Think Quest に出場し























































































































































































































































か。半径が 2 倍になると、 1 だったら 1 × 1 ×
3.14ですが、2 になれば 2 × 2 ×3.14ですから、
大きな円は面積が 4 倍になっています。すると
4 倍の 4 分の 1 なんだから結局変わらないです
ね。その右は、今度は半径が 2 分の 1 になって
います。（ 1 / 2 ）×（ 1 / 2 ）×3.14ですから、
1 個あたりは 1 / 4 になっている。 1 / 4 が 4 個
あるから 変 わらないですね。その 右 は 半 径
1 / 3 ですから、（ 1 / 3 ）×（ 1 / 3 ）×3.14で





































































































もアクティブターニングはある。「教 えて 考 え
させる授業（OKJ）」はその一つです。導入校
は、やはりかなり変わってきます。結果的にで
すが、成績も相当上がります。 2 年くらい継続
していれば、底辺校だったところが全国平均を
超えるとか、全国平均レベルだったところが県
のトップになることは、しょっちゅう起こりま
す。これだけやっているんですから、上がって
当然だと思っています。成績が上がるのは、あ
くまでも結果であって、決してそれを目指し
て、ただ過去問やドリルをやって上げているわ
けではありません。
　最後に、リソースとして、書籍、ビデオ、セ
ミナーなどを書きました。大学でも私は基本的
には「習得」の授業を「教えて考えさせる授
業」でやっています。自分の東大での授業も
「教えて考えさせる授業」で組み立てています。
その上でゼミや卒論などで高度な「探究」があ
るということですね。では、時間も過ぎてしま
いました。ご清聴ありがとうございました。
司会：市川先生、ご講演大変にありがとうござ
いました。
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